
人口と世帯（平成 22 年 6 月 1 日現在）　1,717 世帯　（+1）　男 2,564 人（-4）　女 2,725 人（+4）　計 5,289 人（±0）

尾瀬の郷
月

第 1号  昭和 30年 6月

発行  片 品 村 役 場 

1 
Oze-no-Sato  Katashina

今 

月 

の 

紙 

面

平成 22年（2010）

No .659

　群馬県県民スポーツ祭オープニング大会が行われ、綱引
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休日の病院（緊急時）6 月 　7 月

今月の
納期は

納期は 6 月 30 日（水）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！ 

19 日（土）内田病院

20 日（日）利根中央病院

きっぺい

命名

将来どんな人になってほしいですか

（父）吉野　良孝 （母）美雪　さん（土出）のお子さん

桔平 ちゃん 平成 21年 6 月 18 日生まれ さん 金子　直樹
かねこ　　    なおき

26 歳

昭和 59 年 3月 29 日生まれ

（築地）

2．趣味は何ですか
　料理とゲーム

1．何処へお勤めですか 　
　丸沼温泉環湖荘（夏）　
　ホワイトワールド尾瀬岩鞍（冬）

6．目標があれば教えてください
　幸せな家庭をもつ事

2;Zd(7yH

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、
住
民

課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収
納
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

1
人

ちゃん 平成 21年 6 月 23 日生まれ
（父）星　政幸  （母）智子さん（東小川）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

お  

く  

や  

み

03 日（土）月夜野病院

04 日（日）利根中央病院

命名

お  

め  

で  

た

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

１
人

つ
ぐ
み

平
成
22
年
4
月 

20 

日
〜 

平
成
22
年
5
月
19
日

10 日（土）利根中央病院

11 日（日）沼田脳神経外科

　（父）新一（母）はる江さん

６
／
14
〜
社
会
人
野
球
夏
季
リ
ー
グ

６
／
20　

白
根
山
山
開
き

６
／
20　

武
尊
１
５
０
０
ｍ
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　
　
　

バ
ル
つ
つ
じ
祭
り

６
／
22　

体
協
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

７
／
１　

至
仏
山
山
開
き

７
／
２　

ぐ
ん
ま
Ｔ
Ｖ
鶴
太
郎
の
ぐ
ん
ま 

　
　
　
　

一
番
で
片
品
村
を
紹
介

７
／
４　

宝
さ
が
し
in
片
品
ふ
れ
あ
い
バ

　
　
　
　

ザ
ー
ル

　

５
月
30
日
は
「
ご
み
ゼ
ロ
」
の

日
と
し
て
各
地
域
で
清
掃
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

片
品
村
建
設
業
協
会
は
５
月
28

日
（
金
）
に
村
内
の
道
路
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
役
場
前
で
出
動
式
を

行
っ
た
後
、
道
路
整
備
に
係
わ
る

専
門
の
皆
さ
ん
が
13
方
向
に
分
か

れ
て
道
路
の
状
態
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
作
業
で
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
68

袋
、
空
缶
40
袋
、
ビ
ン
８
袋
、
そ

の
他
粗
大
ご
み
を
収
集
、
道
路
鏡

清
掃
66
基
で
し
た
。

　

今
年
も
携
帯
電
話
の
災
害
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
現
場
の

26 日（土）国立沼田病院

27 日（日）沼田脳神経外科

漢字、音、画数の良い名前をいくつ
か考え、その中から長女「芹香」に
選んでもらい桔平と命名しました。

大
木 

高
雄  

女  

亜
実　

須
賀
川

　

○
宮
崎　

匡　

介　

東
小
川

　
　

福
嶋　

奈
保
子　

前
橋
市

★
婚
姻
さ
れ
た
方 

２
組

男らしく、たくましく育ってほしい
です。（父）思いやりのあるやさし
い子に育ってほしいです。（母）

“チャレンジ精神を持ち、何事にも
旺盛に !!” という願いから “旺” と
いう字を付けました。

日々、健康で過ごせる事の大切さ
に感謝できる人間になってもらい
たいです。

村 県 民 税 第１期

ミ　

ニ　

情　

報

おうじろう

旺次郎

3．片品をどう思いますか　
　今、特にフレッシュでもない自
分がコレを書いているという事は、
よほど片品に若者がいないという
事だと思うので、若者が残りたい、
出て行った人が帰ってきたい、一度でも観光で来た人が住みた
いと思うような生活が便利な村になってほしい。

4．村内のおすすめスポットは　
　自然しかないのでもっと自信をもっておすすめできるスポッ
トを作ってください。

5．好きな異性のタイプは
　かわいい子

石
坂 

亀
吉　
　

73
歳　

須
賀
川

　

○
梅
澤　

吉　

成　

土　

出

　
　

長
田　

美
恵
子　

山
梨
県

情
報
を
更
新
し
な
が
ら
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。収

集
し
た
ゴ
ミ
を
分
別
す
る

み
な
さ
ん

窓

口

か

ら

道
路
ク
リ
�
ン
作
戦
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平成 21年度の財政事情

1億 2億 4億 5億 6億 7億 3億 10億 20億 

衛　　　生　　　費 

労　　　働　　　費 

農 林 水 産 業 費  

商　　　工　　　費 

土　　　木　　　費 

消　　　防　　　費 

教　　　育　　　費 

災　害　復　旧　費 

公　　　債　　　費 

諸　　　支　　　出 

予　　　備　　　費 

議　　　会　　　費 

総　　　務　　　費 

民　　　生　　　費 

67,684
67,203
938,757
676,324
590,441
555,769
474,793
444,585
23,645
14,703

87,281
84,073
372,943
275,438

168,784
164,019
593,834
563,124

3
0

355,582
354,865
110,712
110,712
2,000 
0 

220,782
178,622

単位：千円 

予算額

40 億 724 万 1 千円

現年度支出額

34 億 8943 万 7 千円

執行率 (87.1％)

予算額
現年度支出額

歳　出 

平成21 年度
◎村有財産の保有状況（増減） 

土　　地 
( 山林含む ) 

541 万 3,964 ㎡
（±0）

（+1台）

物品 ( 車両 ) 

79 台

山　　林 

402 万 4,701 ㎡ 

出資金など 

1 億 2970 万 9 千円

建　　物 

5 万 6,602 ㎡

項　　　　　　　　目 予　　算　　額 現年度収支額  執　　行　　率 

収 益 的 収 入  127,149 147,220 115.8％

収 益 的 支 出  123,641 64,839 52.4％
資 本 的 収 入  20,000 20,000 100.0％
資 本 的 支 出  88,055 88,055 100.0％ 

( 単位：千円 ) ◎観光施設事業の状況 

( 単位：千円 )◎特別会計の執行状況
予　算　額 収 入 済 額 執　行　率 支 出 済 額 執　行　率
849,349 739,934 87.1％ 765,854 90.2％
52,789 55,583 105.3％ 1,280 2.4％
103,639 92,440 89.2％ 93,017 89.8％
141,689 137,722 97.2％ 134,571 95.0％
375,392 346,188 92.2％ 335,661 89.4％

下 水 道 事 業 等
介 護 保 険

会 計 名
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道 事 業

43,848 97.4％ 43,584 96.8％45,025

（-145 ㎡）

後 期 高 齢 者 医 療

（±0）

（±0）  
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平成 21年度の財政事情

村 の 様 子
平成 22 年 6月 1日現在

人　口　5,289人

(男：2,564人　女2,725人 )

世帯数　1,717世帯

面　積　392.01㎢

の財政事情 
歳　入 

612,431
614,362
75,000
75.511
50,000
52,334
40,001
23,416

54,636
52,497
22,749
21,687

663,468
284,007
166,264
91,885
82,500
52,500
59,994
59,994
85,016
91,186
283,300
212,900
30,477
30,354

1,781,405
1,872,346

1億 2億 3億 4億 5億 10億 20億 

自動車取得税交付金 

地　方　交　付　税 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国　庫　支　出　金 

繰　　　入　　　金 

繰　　　越　　　金 

諸　　　収　　　入 

村　　　　　　　債 

そ　　　の　　　他 

村　　　　　　　税 

地　方　譲　与　税 

地方消費税交付金 

利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金 
ゴルフ場利用税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金 
財産収入、寄付金 （

単位：千円 

予算額

40 億 724 万 1千円

現年度収入額

35 億 3504 万 9 千円

執行率（88.2％)

予算額
現年度収入額

◎地方債及び一時借入金の状況 

◎基金現在高 

( 単位：千円 )

( 単位：千円 ) 
区　　　　　　　　分 
財 政 調 整 基 金 874,952 161,924 1,036,876
奨　　学　　基　　金 11,476 -3,693 7,783
地域づくり特別事業基金 360 0 360
減　　債　　基　　金 782 0 782
福　　祉　　基　　金 100,000 0 100,000
ふるさと農村活性化基金 10,178 0 10,178

前 期 末 現 在 高  今 期 増 減 高  今 期 末 現 在 高  

区　　　　　　　　分 
地　　　方　　　債 
一　時　借　入　金 
合　　　　　　　　計 

今 期 末 現 在 高
2,755,370

0
2,755,370

県 　 支 　 出 　 金  

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
に
基
づ
く
、

片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条

例
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
下
半
期
（
10
月
〜
３
月
）

の
村
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

予
算
執
行
に
は
、
現
金
の
未
収
未
払
の
整
理
を
行

う
た
め
の
出
納
整
理
期
間
（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

な
ど
が
あ
る
た
め
、決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。ま
た
、

尾瀬の郷づくり基金 5,025 -500 4,525

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業
、
地

域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
事
業
等
平
成
22

年
度
に
繰
越
し
た
予
算
（
３
億
２
千
９
６
万
５
千
円
）

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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山

菜

と

ア

ス

パ

ラ

ま

つ

り

開

催

吉
川
廣
和
氏
講
演
会
開
催

片
品
村
観
光
展
を
東
京
で
開
催

花

咲

日

曜

ミ

ニ

美

術

館　
　

オ

ー

プ

ン

　

５
月
23
日
（
日
）
花
の
駅
・
片
品

花
咲
の
湯
で
「
山
菜
と
ア
ス
パ
ラ
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
村
内
で
は
ア
ス
パ
ラ

の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

片
品
村
で
は

昼
夜
の
寒
暖
差

が
大
き
い
た
め

糖
分
の
高
い
ア

ス
パ
ラ
が
育
ち

ま
す
。
そ
ん
な

ア
ス
パ
ラ
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
食
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。

　

今
年
で
２
回
目
と
な
り
、
会
場
内

に
は
村
内
の
方
々
が
多
く
の
模
擬
店

を
出
展
し
て
く
れ
ま
し
た
。

アスパラを購入のお客様

　

会
場
で
は
楽
し
い
輪
投
げ
大
会
や

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
方
ま

で
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
気
は
、
朝
か
ら
あ
い
に

く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
内
外

か
ら
多
く
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
、

お
祭
り
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

雨
の
た
め
に
屋
外
で
予
定
さ
れ
て

い
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
、
多
目

的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

花
咲
の
湯
で
は
、
皆
さ
ん
の
熱
気

や
地
元
の
方
の
演
奏
な
ど
で
雨
を
吹

き
飛
ば
す
勢
い
で
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

雨の中でも大盛況

　

５
月
23
日
（
日
）
午
後
２
時
よ
り

片
品
村
商
工
会
館
に
お
い
て
、
商
工

会
・
観
光
協
会
共
催
で
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
壁
を
壊
す
』
の
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
講
師
に
は
、Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
で
事

業
仕
訳
人
の
一
人
で
も
あ
る
、
吉
川

廣
和
氏
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
尾
瀬
高
校
の
生
徒
さ
ん
を

始
め
、
村
内
外
か
ら
約
80
名
の
参
加

が
あ
り
、
質
疑
応
答
を
含
め
予
定
時

間
を
大
幅
に
超
え
て
の
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
参
加

者
の
方
々
と
片
品
地
産
の
お
や
き
や

飲
み
物
を
囲
み
、
意
見
交
換
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
片
品
村
商
工
会
）吉川氏と意見交換会

　

５
月
８
日
（
土
）
か
ら
９
日
（
日
）

の
２
日
間
、
東
京
都
日
比
谷
公
園
で

第
21
回
み
ど
り
の
感
謝
祭
「
森
林
の

市
」
が
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
ご
臨
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
か
ら
は
む
ら
づ
く
り
観
光

課
・
農
林
建
設
課
職
員
に
よ
る
特
産

品
販
売
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
で
こ

れ
か
ら
迎
え
る
尾
瀬
や
高
原
野
菜
な

ど
の
魅
力
を
広
く
宣
伝
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

武
尊
根
小
学
校
授
業
参
観
で
文
化
交
流

　

５
月
16
日
（
日
）
に
武
尊
根
小
学

校
の
授
業
参
観
が
行
わ
れ
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
詩
吟
鑑
賞
会
と
ア
ル
プ

ホ
ル
ン
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
親
善
大
使
の
星
野
徳
夫

さ
ん
の
お
話
や
川
崎
市
の
詩
吟
ク
ラ

ブ
が
校
歌
を
吟
じ
、
花
咲
ア
ル
プ
ホ

ル
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
と
ホ
ル
ン

吹
き
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

詩
吟
で
校
歌
を
吟
じ
る
様
子
を
子

供
達
は
、
不
思
議
そ
う
に
聴
き
、
ホ

ル
ン
の
大
き
さ
に
驚
き
、
音
が
出
る

の
か
不
安
で
吹
き
ま
し
た
が
、
全
員

音
が
で
て
大
き
な
歓
声
が
沸
い
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

尾

瀬

山

開

き
　

５
月
21
日
（
金
）
戸
倉
・
番
所
平

広
場
に
お
い
て
、
尾
瀬
山
小
屋
組
合

主
催
の
第
30
回
尾
瀬
山
開
き
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

尾
瀬
の
山
開
き
は
、
群
馬
県
と
福

島
県
で
毎
年
交
互
に
行
わ
れ
て
お

り
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
御
来
賓
を

迎
え
、
尾
瀬
の
自
然
保
護
と
入
山
者

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
尾
瀬
は
、
多
く
の
ハ
イ

カ
ー
の
方
で
に
ぎ
わ
う
季
節
に
な
り

ま
す
。

関係者によるテープカット

ハイカーも水芭蕉を見て感動！

　

５
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

花
咲
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（
登
戸
）

に「
花
咲
日
曜
ミ
ニ
美
術
館
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
美
術
館
の
建
物
は
、
地
元
出

身
で
川
崎
市
在
住
の
尾
瀬
の
郷
親
善

大
使
星
野
徳
夫
（
ほ
し
の
よ
し
お
）

さ
ん
が
私
財
で
「
村
の
活
性
化
と
地

元
に
恩
返
し
を
」
と
購
入
し
、
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
の
練
習
場
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
程
、
施
設
の

壁
を
利
用
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
ミ

ニ
美
術
館
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

２
階
建
て
の
壁
な
ど
に
皇
室
の
秋

篠
宮
家
の
紋
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
故

吉
田
左
源
二
（
装
飾
美
術
家
）
の
陶

板
や
沼
田
市
の
主
婦
小
菅
み
の
り
さ

ん
（
63
）
が
描
い
た
油
絵
な
ど
80
点

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
星
野
さ
ん
率
い
る
詩
吟

メ
ン
バ
ー
が
詩
吟
を
吟
じ
、
親
善
大

使
の
松
本
さ
ん
・
月
原
さ
ん
の
指
導

に
よ
る
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
メ
ン
バ
ー

が
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
訪
れ
た

人
達
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
あ
り
ま
し

た
。

開
館
日
・
各
日
曜
日

時　

間
・
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

第
27
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

　

５
月
30
日
（
日
）
正
田
醤
油
ス
タ

ジ
ア
ム
群
馬
（
前
橋
）
を
主
会
場
と

し
て
第
27
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

と
し
て
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
る

各
種
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る

大
会
と
し
て
、
あ
か
ぎ
国
体
の
翌
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
霧
雨
の
中
の
開
会
式
で
し

た
が
、
競
技
開
始
ご
ろ
に
は
雨
も
あ

が
り
、
予
定
通
り
全
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

綱
引
き
競
技
で
優
勝
、

８
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
第
２
位
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
は
第
３
位
、他
に
も
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ

各
種
目
と
も
に
好
成
績
を

収
め
、
片
品
村
は
他
を
圧

倒
し
た
強
さ
で
、
村
の
部

で
４
年
連
続
13
回
目
の
総

合
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

選
手
及
び
役
員
、
応
援
の

皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

優勝した綱引き競技　選手のみなさん

開会式で入場行進する片品村選手団
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蒸しなすと春雨の中華風サラダ 土出　萩原　晴江　さん
○１人分の栄養価　ｴﾈﾙｷﾞｰ　:　110Kcal　　たんぱく質：2.0ｇ　　脂　質：3.3ｇ　　食塩：1.6ｇ

作り方

サッパリしていて食べやすい、ヘルシーなサイドメニューです

～夏のヘルシー料理～

と
ぼ
ぐ
ち
・
ど
じ

　
「
と
ぼ
ぐ
ち
」
と
は
？
と
聞
か
れ
「
そ
れ
は
民
家
の
入
り
口
の
こ
と
で
す
。」
と
即
座
に
答

え
ら
れ
る
人
は
か
な
り
の
「
片
品
通
」
の
人
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
初
期
頃
（
時
に
は
そ
れ
以
後
も
）
の
片
品
の
民
家
の
間
取
り
は
画
一
的
な
も
の
が
多

く
大
方
は
、入
り
口
か
ら
奥
座
敷（
お
き
の
で
ー
）ま
で
殆
ん
ど
が
似
通
っ
た
間
取
り
で
し
た
、

中
で
も
特
徴
的
な
の
は
入
り
口
で
す
。
大
き
な
分
厚
い
栗
の
板
な
ど
で
出
来
た
一
枚
戸
、
子

供
で
は
開
け
閉
め
は
出
来
な
い
様
な
物
で
す
。
そ
の
戸
の
右
下
か
、
左
下
に
小
さ
な
戸
が
一

枚
付
い
て
い
ま
す
。
普
段
は
家
人
近
隣
の
人
た
ち
は
、
こ
の
小
さ
な
戸
で
出
入
り
を
し
ま
す
。

そ
の
「
と
ぼ
ぐ
ち
」
を
一
歩
入
る
と
「
ど
じ
」
と
い
う
土
間
が
あ
り
ま
す
。「
ど
じ
」
は
、

時
に
は
作
業
場
に
な
り
、
ま
た
あ
る
と
き
は
倉
庫
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
に
も
な
り

ま
す
。
こ
の
小
さ
な
戸
、
入
り
口
の
と
こ
ろ
を
「
と
ぼ
ぐ
ち
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

短
略
し
て
「
と
ぼ
」
と
も
い
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
「
な
ぜ
そ
ん
な
呼
び
方
を
す
る
の
か
？
」

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
小
さ
な
戸
の
付
近
に
は
い
つ
で
も
短

い
棒
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
夜
は
注
意
の
た
め
に
そ
の
棒
で
「
戸
締
め
」
す
る
の
で
す
。

　

語
源
は
、「
と
ぼ
ぐ
ち
」
ど
う
考
え
て
も
「
戸
棒
口
」
以
外
想
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
「
ど
じ
」
は
「
土
地
」＝「
土
地
」＝
つ
ち
の
地
べ
た
だ
か
ら
で
す
。

　
「
と
ぼ
ぐ
ち
」「
ど
じ
」
と
も
に
、
大
切
な
片
品
の
民
俗
の
象
徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
「
い
ぶ
せ
ー
」
と
は
「
危
な
い
」「
危
険
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
そ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
に
登
る
ん
じ
ゃ
ね
ー
『
い
ぶ
せ
ー
』
な
」
と
か

　
「
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
『
い
ぶ
せ
ー
』
か
ら
よ
せ
。」
な
ど
と
言
い
ま
す
。

　

語
源
は
「
い
ぶ
せ
・
し
」
は
古
語
で
「
心
が
晴
れ
な
い
」「
気
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
」「
う
っ

と
う
し
い
」と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
要
す
る
に「
内
患
を
抱
え
た
状
態
」で
あ
る
た
め「
い

ぶ
せ
ー
」
状
態
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
も
う
一
説
は
「
い
ふ
」＝
畏
怖
＝
字
そ
の
ま
ま
に
「
お
そ
れ
お
の
の
く
こ
と
」「
お

じ
る
こ
と
」
を
語
源
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
い
ぶ
せ
ー
」の
使
わ
れ
る
状
態
か
ら
す
る
と「
畏
怖
せ
し
」が「
い
ぶ
せ
ー
」の
語
源
に
な
っ

た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦

我 が 家 の 自 慢 料 理

これからの時期に、片品村でとれるおいしい夏野菜を使った１品です。蒸してあ

るのでサッパリしています。春雨のかわりにソーメンうりを使って、ナンプラー

を少し入れると、ベトナム風の味になりエキゾチックな味が楽しめます。

27

い
ぶ
せ
ー

材料（4人分）

なす
春雨 ( 乾燥 )

●中華ドレッシング
顆粒鶏がらスープ

湯
しょうゆ
砂糖
ごま油
酢
しょうがのみじん切り

赤唐辛子の小口切り

香菜の葉

・・・・・・・５本
・・・・50ｇ

・・・小さじ 1/2
・・・・・・大さじ３

・大さじ２ 1/2
・・・・・大さじ１
・・・・大さじ１

・・・・・・小さじ１

・・・小さじ２

・・・１本分

・・・・・適量

①なすは皮をむいて縦半分に切り、水にさらしてアクを抜く。

②春雨は熱湯でかために戻し、冷水に取ってから水気をよくきり、食べやすく切る。

③①のなすは蒸気の立った蒸し器に入れて約５分 間蒸し、取り出し冷ましておく。

④中華ドレッシングを作る。鶏がらスープは分量 の湯で溶かして冷まし、ほかの

　調味料を加え混ぜ、しょうがと赤唐辛子も加える。

⑤③のなすの粗熱が取れたら１切れを縦４等分

　に切り、軽く水気を絞って器に盛る。

⑥⑤に②の春雨をのせ④のドレッシングを

　かけ、香菜の葉をのせる。

片

品

�

方

言

尾
瀬
ぷ
ら
り
館
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

丸
沼
高
原
で
１
万
本
の
植
樹

　

５
月
２
日
（
日
）
尾
瀬
ぷ
ら
り
館

の
開
館
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
戸

倉
・
番
所
平
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
開
会
し
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
チ
ン
ド
ン
屋

の
皆
さ
ん
が
戸
倉
の
商
店
街
を
楽
器

を
鳴
ら
し
な
が
ら
ぷ
ら
り
館
の
１
周

年
を
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
尾
瀬
高
校

の
吹
奏
楽
部
や
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
周
囲
の
山
々

に
ま
で
ひ
び
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
会
場
で
は
地
元
の
方
々

に
よ
る
模
擬
店
や
尾
瀬
高
校
自
然
環

境
課
に
よ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

観
光
案
内
と
抽
選
会
を
片
品
村
観

光
協
会
で
行
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
会
場

に
は
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様

に
来
場
い
た
だ
き
、
一
日
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
、
関
係
役
員
の
皆
さ
ん
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

チンドン屋さんのパ
レード

イベント会場の様子

いつも元気に太
鼓の演奏

すがすがしい音色で演奏

１周年の尾瀬ぷらり館

　

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
主
催
の
植
樹

イ
ベ
ン
ト
が
、
５
月
29
日
に
、
前
夜

祭
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
５
月
30
日

に
、
植
樹
が
丸
沼
高
原
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
世
界
中
で
植
樹
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
横
浜
国
立
大
学
の
宮

脇
昭
名
誉
教
授
の
指
導
を
受
け
、
未

来
の
た
め
の「
い
の
ち
の
森
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
25
種
、
１
万
本
の
樹

木
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
片
品
村
も
後
援
を

し
て
お
り
、
片
品
村
を
知
っ
て
も
ら

う
、
ま
た
訪
れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

29
日
の
前
夜
祭
で
は
、
宮
脇
先
生

の
、
樹
木
に
対
す
る
熱
き
思
い
、
あ

る
い
は
、
こ
れ
ま
で
指
導
し
て
き
た

国
々
で
の
紹
介
を
含
め
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

30
日
の
植
樹
本
番
で
は
、
地
元
片

品
村
を
初
め
と
し
て
、
県
内
外
の
親

子
連
れ
ら
約
７
百
人
が
集
ま
り
、
仲

間
や
家
族
と
一
緒
に
手
に
シ
ャ
ベ
ル

を
持
ち
、
斜
面
に
植
え
穴
を
掘
り
、

一
本
一
本
丁
寧
に
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・

カ
ツ
ラ
な
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

植
樹
の
後
は
、
お
に
ぎ
り
と
豚
汁

の
サ
ー
ビ
ス
、
餅
つ
き
や
特
産
物
の

販
売
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宮
脇
先
生
は
、
今
回
植
樹
し
た
樹

木
が
、
豊
な
「
い
の
ち
の
森
」
と
し

て
成
長
し
、
こ
の
活
動
が
、
片
品
村

か
ら
世
界
に
広
が
っ
て
欲
し
い
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

植樹会場の丸沼高原ブルーコース内約４千㎡

ど　

じ
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広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
二
年
五
月
俳
句
会

教育委員会　7 月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・スポ少ソフトボール大会
・家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌﾍﾟｱ大会

☆学校関係
・第 1学期終業式 
・小学校夏季交歓会

◇片小 
・校外学習 (4 年生 ) 白根方面
・尾瀬学習 (6 年生①)
・第１回学校評価保護者アンケート
　　　　　　　　　配布日
　　　　　　　　　回収日
　本年度も学校評価保護者アンケートを７月と 12 月
に配布をします。お手数ですが、家庭と学校とが手を
たずさえて、よりよい片品小学校をつくっていくため
にご協力をお願いします。

◇北小 
・PTA 本部役員会
　　北地区合同運動会打合せ
・七夕集会
・北地区健全育成会議
　１学期のまとめに向かって取り組んでいきます。ま
た、夏休み中の子どもたちの健全育成へのご協力お願
いします。

◇南小
・七夕集会
・PTA 役員会③
　七夕集会では、子どもたちが短冊に将来の夢を書い
て飾ります。ぜひご家庭で、お子さんの将来の夢につ
いて語り合う場を設けていただければと思います。

◇武尊根小
・桜花苑交流① 
・運動会代表準備会議
・ﾅｲﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ準備会議
　桜花苑交流会が行われます。毎年、この交流を通し
て、お年寄りの方々から人の温かさをいただいたり、
逆に、児童の姿がお年寄りの方々に力を与えることが
できることを感じるなど、交流の意義を感じていま
す。今年も、楽しみです。

◇片中
・少年の主張尾瀬大会
・PTA 本部役員会・PTA 夏季健全育成研修会       
・郡中体連総体壮行会
・英語スピーチコンテスト
・全校登校日（夏季休業中）
・県中体連総体
　いよいよ３年生は最後の中体連の大会を迎えます。
県大会さらに関東・全国をめざします。応援をよろし
くお願いします。
※郡中体連総体の予定
　10 日 ( 土 ) 野球①　ﾊﾞｽｯｹﾄﾎﾞｰﾙ①　剣道 
　　　　　　ｿﾌﾄﾃﾆｽ①　卓球①
　11 日 ( 日 ) 野球②　ﾊﾞｽｯｹﾄﾎﾞｰﾙ②
　　　　　　ｿﾌﾄﾃﾆｽ②　卓球②
　17 日 ( 土 ) ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ　ｻｯｶｰ①
　18 日 ( 日 ) ｻｯｶｰ②

3 日 ( 土 )
4 日 ( 日 )
 22 日 ( 木 )

 20 日 ( 火 )
21 日 ( 水 ) ～ 23 日 ( 金 )

2 日 ( 金 )
９日 ( 金 )

　　　　　　　　8日 ( 木 )
　　　　　　　　12 日 ( 月 )

  

　　6日 ( 火 )
7 日 ( 水 )
15 日 ( 木 )

　

2 日 ( 金 )
7 日 ( 水 )

 

 8 日 ( 木 )
8 日 ( 木 )
14 日 ( 水 )

2 日 ( 金 )

8 日 ( 木 )
 20 日 ( 月 )
27 日 ( 火 )

29 日 ( 木 ) ～ 8/１日 ( 日 )

　

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?
知らないと恥をかく
世界の大問題

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊土日、祝日はお休みです。

図 書 室 カレンダー   7 月

発展する国かどうかは書店を見ればわかる。世界の新たな対
立構造「宗教」「民族」「資源」元ＮＨＫアナウンサー、現在
テレビなどでわかりやすいニュース解説を伝える著者が、金
融危機の世界をひも解く一冊。

池上　彰
角川ＳＳＣ文庫

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

母
の
日
や
母
越
え
ら
れ
ぬ
事
多
し

名
残
り
雪
卒
寿
の
句
友
そ
っ
と
逝
き

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

川
鼠
ひ
そ
む
小
流
れ
水
芭
蕉

天
界
へ
友
送
り
け
り
別
れ
霜

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

嫋
や
か
な
天
女
の
舞
や
糸
桜

老
翁
の
師
の
席
空
き
て
春
句
会

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

星
と
な
る
友
寄
居
山
の
こ
ぶ
し
散
る

こ
っ
そ
り
と
子
宝
地
蔵
の
青
き
踏
む

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

句
を
愛
で
し
翁
旅
立
つ
花
の
雨

友
訪
へ
ば
安
房
の
潮
の
初
鰹

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

矢
車
や
家
紋
な
び
か
せ
五
月
風

俳
界
に
名
を
ば
と
ど
め
て
永
遠
の
旅

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

大
御
堂
師
の
筆
跡
や
枝
垂
れ
散
る

芋
植
え
る
手
元
に
ハ
ラ
リ
花
の
舞

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

句
を
愛
す
翁
花
咲
く
春
に
逝
く

山
吹
や
夕
べ
の
露
を
こ
ぼ
さ
ず
に

月 火 水 木 金 土日

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

句
を
愛
し
逝
き
し
翁
や
花
の
雨

露
天
湯
に
朝
の
光
や
初
音
あ
り

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

花
か
げ
に
句
の
師
は
逝
き
し
名
を
惜

し
む

ま
だ
百
姓
あ
き
ら
め
な
い
ぞ
五
月
晴

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

人
柄
の
ご
と
き
穏
や
か
老
い
の
葬

白
木
蓮
空
に
向
い
て
穢
れ
な
し

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

電
線
に
連
が
る
露
の
モ
ノ
レ
ー
ル

紙
の
鯉
風
に
さ
そ
わ
れ
飛
び
去
り
ぬ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

夏
近
し
挨
拶
は
ず
む
日
和
か
な

今
年
ま
た
あ
と
一
年
と
春
耕
す

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

眠
る
友
優
し
く
包
む
花
吹
雪

母
の
日
に
嫁
の
笑
顔
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

故 

木
内
庄
五
郎
氏
（
山
人
）
追
悼

婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

Hello, everyone!  Finally, spring is here.  
From now on, as the weather gets warmer, 
the mountains will become painted with 
green and full of life again.  But every year, around 
the changing from winter to spring, there is a phenomenon 
marking the end of the season of snowman building and 
snow tires, and welcoming the season of singing birds and 
flowers.  It is the blooming of the cherry blossoms.  I love the 
cherry blossoms.  And this year, I realized how lucky I am to 
live in Katashina, because was able to enjoy the cherry 
blossoms for almost a month!  First in Takasaki, then Numata, 
then Katashina.  I can’ t wait for next year!

皆さん、こんにちは！いよいよ春が来ました。これから、天
気が暑くなるにつれて山々がまた緑色に染められ、命に満ち
てきます。毎年、冬から春に変わる時期には、ある現象が雪
だるま作りやスノータイヤの季節の終わりを示し、また鳥が
鳴き花の季節を迎えたことを示します。それは「桜が咲く」
という現象です。私は桜が大好きです。今年、片品に住まわ
せていただいて恵まれていると気づいたのは、一ヶ月間近く
桜を楽しむことが出来たことです。最初に高崎、そして沼田、
最後に片品で楽しめました。来年も本当にわくわくしていま
す！

ブライアン通信
Cherry Blossoms

桜

31

1 2 3
4 5 76 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

　

５
月
16
日
（
日
）
片
中
体
育
館

に
お
い
て
、
第
48
回
婦
人
会
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
婦
人
会
員
の
体
力
の
増
進
と

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら
22
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

○
優
勝
…
…
８
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
１
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
５
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
６
支
部
Ａ
チ
ー
ム

　

敗
者
戦
（
二
部
大
会
）

○
優
勝
…
…
１
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
５
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
１
支
部
Ｅ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
８
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

　

選
手
・
役
員
の
皆
様
は
朝
早
く

か
ら
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
36
回
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

5
月
16
日
（
日
）
片
品
中
学
校
校

庭
を
会
場
と
し
て
平
成
22
年
度
区

対
抗
種
目
の
皮
切
り
と
な
り
ま
す

区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
朝
か
ら
快
晴
に
恵

ま
れ
、暑
い
く
ら
い
の
天
候
と
な
り
、

一
回
戦
か
ら
各
試
合
と
も
接
戦
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
昨
年
の
大
会
と
同

じ
く
第
八
区
と
第
五
区
の
対
戦
と

な
り
、
中
盤
に
逆
転
し
た
八
区
が

優
勝
し
二
連
覇
の
栄
冠
を
手
に
し

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優　

勝　

第
八
区

準
優
勝　

第
五
区

第
三
位　

第
六
区

　

〃　
　

第
七
区

優
秀
選
手
賞　

　

林　
　

雅
俊　

選
手
（
八
区
）

敢　

闘  

賞

　

入
澤　
　

茂　

選
手
（
五
区
）

二
部
大
会

　

優　

勝　
　
　

第
三
区

　

準
優
勝　
　
　

第
二
区

　

最
後
に
、
大
会
運
営
に
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
役
員
並
び
に
選
手
の

皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

優勝した 8区の選手役員
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おしらせ

広 報 か た し な        H22 . 6

おしらせ

11 広 報 か た し な        H22 .6

お 

し 

ら 

せ

募　
　
　

集

今
年
の
夏
は
ふ
た
つ
の
サ
マ
ー

「
片
品
村
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
」
及
び
「
片
品
村
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
指
定
の
お

知
ら
せ

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
に
つ
い
て

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、来
る
６
月
28
日
（
月
）

か
ら
７
月
４
日
（
日
）
ま
で
の
一
週

間
を
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強

化
週
間
」
と
し
て
、
い
じ
め
、
体
罰
、

虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す

る
相
談
・
悩
み
事
に
つ
い
て
の
電
話

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
専
用
電
話

番
号
は

　

全
国
共
通

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

＊
携
帯
電
話
か
ら
も
接
続
可
能
で

す
。
た
だ
し
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

○
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で
。
日
曜
日
と
土
曜
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

○
対
応
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
６
６
㈹

　

片
品
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

及
び
片
品
村
下
水
道
条
例
に
よ
り
、

新
た
に
指
定
を
受
け
た
工
事
店
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

工
事
店　

金
子
設
備　

　

住　

所　

沼
田
市
利
根
町

※
給
水
装
置
及
び
下
水
道
排
水
設
備

の
工
事
は
、
片
品
村
の
指
定
を
受
け

た
者
で
な
け
れ
ば
行
う
事
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

こ
の
夏
、
１
０
０
０
万
サ
マ
ー
が

新
た
に
登
場
し
ま
す
。

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
同
時

発
売
！

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ボ
宝
く
じ
の
賞
金

は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億

円
で
す
。

　

１
等　
　

２
億
円×

33
本

　

前
後
賞　

各
５
０
０
０
万
円

　

２
等　
　

１
億
円×

99
本

　

発
売
期
間
は
、
平
成
22
年
７
月
７

日
か
ら
７
月
30
日
ま
で
抽
せ
ん
日

は
、
平
成
22
年
８
月
10
日

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

国
保
人
間
ド
ッ
ク

対
象

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

▽
40
歳
以
上
75
歳
未
満

▽
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る

申
し
込
み

　

４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

に
、
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持

参
し
、
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※

申
請
手
続
き
は
、
必
ず
受
診
前
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額

　

検
診
費
用
の
３
分
の
２
（
最
高
２

万
６
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。
助
成

方
法
は
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

健
診
結
果

　

人
間
ド
ッ
ク
に
は
、
特
定
検
診
の

検
査
項
目
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

受
診
後
は
保
健
指
導
が
あ
り
ま
す

の
で
、
結
果
の
写
し
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※

人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
検
診
の
両
方

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

対
象

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

▽
本
村
に
住
民
登
録
が
あ
る

▽
75
歳
以
上

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る

申
し
込
み

　

４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
74
歳
の
人
で
75
歳
以
降
に
受
診
予

定
の
人
は
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
身

分
を
確
認
で
き
る
も
の
）
と
印
鑑
を

持
参
し
、
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※

申
請
手
続
き
は
、
必
ず
受
診
前
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額

　

検
診
費
用
の
３
分
の
２
（
最
高
２

万
６
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。
助
成

方
法
は
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け

た
人
、
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し

た
人
は
、助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

健
診
結
果

　

人
間
ド
ッ
ク
に
は
、
特
定
検
診
の

検
査
項
目
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

受
診
後
は
保
健
指
導
が
あ
り
ま
す

の
で
、
結
果
の
写
し
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）２
１
１
５

＊
講
座
内
容
説
明
会
（
次
の
日
程
の

う
ち
い
ず
れ
か
一
回
）
に
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
席
さ
れ
る
日
時
を
当
館
ま
で
電

話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

○
日　

程

　

７
月
13
日（
火
）、７
月
14
日（
水
）、

　

７
月
20
日（
火
）、７
月
21
日（
水
）

○
時　

間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

○
会　

場　

　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
日　

程

・
基
礎
編　

８
月
24
日
〜
11
月
24
日

の
毎
火
曜
日（
計
14
回
）

・
応
用
編　

11
月
〜
２
月
（
講
義
と

課
題
検
討
）

・
修
了
日 

２
月
22
日（
火
）

▽
時　

間　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
会　

場　

　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

村
内
に
存
在
す
る
木
造
住
宅
の
所

有
者
が
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
村
が
耐
震

診
断
者
を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
実

施
す
る
事
業
で
す
。

●
募
集
棟
数　
　

５
棟

●
募
集
対
象
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
一
戸
建
て
住
宅
又
は
併
用
住
宅

（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１

以
上
の
も
の
。）

・
平
屋
建
て
又
は
二
階
建
て
の
も
の

・
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し
た
も
の

▽
募
集
対
象
資
格
者　

・
派
遣
対
象
住
宅
の
所
有
者
か
つ
居

住
者
・
村
税
の
滞
納
が
な
い
者

▽
耐
震
診
断
費
用

・
耐
震
診
断
料
は
全
額
片
品
村
負
担

・
耐
震
診
断
者
の
旅
費
は
、
診
断
を

受
け
る
方
が
負
担（
３
，０
０
０
円
）

＊
耐
震
診
断
を
受
け
る
家
屋
の
平
面

図
が
必
要
で
す
。（
平
面
図
が
無
い
場

合
は
、
別
途
作
成
費
用
が
必
要
で

す
。）

●
申
込
期
間　

　

７
月
１
日（
木
）〜
９
月
30
日（
木
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
農
林
建
設
課

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）２
１
１
３

耐
震
診
断
募
集

平
成
22
年
度
点
訳
奉
仕
員
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す

　
（
前
橋
市
新
前
橋
町
13-

12
）

▽
内　

容　

（
一
）視
覚
障
害
者
の
現
状
と
福
祉
施

策
等
に
つ
い
て

（
二
）点
字
図
書
館
と
奉
仕
活
動

（
三
）点
訳
の
基
礎
理
論
と
実
践

▽
受
講
資
格　

（
一
）視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
方

（
二
）県
内
に
居
住
す
る
方

（
三
）講
座
修
了
後
は
、
県
立
点
字
図

書
館
で
点
訳
資
料
製
作
の
奉
仕
活
動

が
で
き
る
人

（
四
）全
日
程
受
講
可
能
な
方

▽
定　

員　

20
人
程
度（
選
考
）

▽
受
講
料　

 

１
０
５
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
応
募
方
法　

講
座
内
容
説
明
会
に

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
講
申
込
書
等
は
こ
の
会

場
で
配
付
し
ま
す
。

▽
受
講
者
の
決
定　

受
講
申
込
者
に

は
選
考
結
果
を
８
月
13
日（
金
）ま
で

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
点
字
図
書

館（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

☎
０
２
７（
２
５
５
）６
５
６
７

母子会からのお知らせ
夏休みを利用して次のとおり母子家庭等ふれ
あい交流事業を行います。 
この機会に親子で夏休みの思い出をつくりま
せんか。

１．期　日 
平成 22 年８月８日（日）～９日（月）

（１泊２日）

２．行き先　千葉県方面　　
８日：鴨川シーワールド　９日：ディズニー
ランドまたは、ディズニシー

３．参加負担金
大人：15,000 円（母子会員外 16,000 円）
子供：10,000 円（母子会員外 11,000 円）

４．対象者
ひとり親家庭の親と子

５．申し込み
希望者は７月５日（月）までに負担金を添えて
母子会事務局（社会福祉協議会事務所内）へ申
し込んでください。　
　　　　　　　　　　　　☎５８－４８１２

※定員２５名になり次第、締め切ります。※定員２５名になり次第、締め切ります。

　人口の高齢化や医療技術の進歩により医療費が年々増え続け
ています。このまま増え続けると医療費財政がパンクしてしまい
ます。医療費財政が苦しくなれば保険税や自己負担金の値上がり
等、お年寄りはもちろん若い世代の人の生活にも大きく影響して
きます。
  生活水準が上がったことにより、病気の種類も変わってきてい
ます。糖尿病やガンなどの生活習慣病の増加が医療費を押し上げ
ています。また、最近メタボリックシンドロームという言葉をい
ろいろなところで聞いていると思いますが、内蔵肥満に高血圧、
高血糖などの生活習慣病の危険因子を併せ持った状態でいると
動脈硬化を進行させ、脳梗塞や心筋梗塞などの命に関わる重大な
疾患へ繋がる危険性が高いことが明らかになってきました。
　医療費を抑えるためには、病気になってから考えるのではな
く、病気にならないように日頃から生活に気をつけましょう。健
康で元気に長生きする為に次のことに心がけましょう。

　健康で楽しい人生が送れるように、一人ひとりが健康に心掛け
ましょう。

「増え続ける医療費」大切に使いましょう
母子会からのお知らせ

国 保 だ よ り国 保 だ よ り

①食事は１日３回規則正しく、よく噛み、摂取量にも気をつけま 
　しょう。
②運動をする習慣をもち内臓脂肪を減らしましょう。
③野菜や果物など食物繊維をとる。
④たばこは吸わない。
⑤新聞やテレビから情報を得る。
⑥趣味を持ち気分転換をする。
⑦家に閉じこもらないで外出をよくする。
⑧就寝・起床時間が決まっている。
⑨信頼できるかかりつけ医をもっている。
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輝
�
�
�
�
�

森
田
征
男
さ
ん
︵
鎌
田
︶

保 　

健　

 

だ　

 

よ　

 
り

　

近
頃
﹁
食
育
﹂
と
い
う
言
葉
を
良

く
耳
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
近
年
、
食
を
め
ぐ
る
環
境
の

変
化
の
中
で
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
の
国
民
が
心
身
と
も
に
健
康

で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

食
育
と
は
、
様
々
な
経
験
を
通
し

て
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を
選
択
す

る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
育

て
る
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
食
文
化
の
継
承
や
、

健
康
の
た
め
に
自
ら
の
食
に
つ
い
て

考
え
る
習
慣
や
、
様
々
な
知
識
と
食

を
選
択
す
る
判
断
力
を
楽
し
く
身
に

付
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
片
品
村
で
も
、
小
学
校
生
を

対
象
に
し
た
親
子
料
理
教
室
な
ど
の

食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
６
月
は
、
家
族
み
ん
な
の
食

生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
食
育
月
間
﹂
で
は
以
下
の
５
つ
の

項
目
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発
し
て

い
ま
す
。

①
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン

　

忙
し
い
生
活
の
中
で
、
自
分
の
好

き
な
時
に
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
家
族
で
食
卓
を
囲
む
時
間

が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

６
月
号
で
は
、
鎌
田
に
お
住
ま
い

の
森
田
征
男
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

お
遍
路
︵
へ
ん
ろ
︶
さ
ん
を
皆
さ

ん
も
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

徳
島
県
の
霊
山
寺
か
ら
始
ま
り
、

香
川
県
の
大
窪
寺
ま
で
四
国
八
十
八

箇
所
を
巡
拝
す
る
こ
と
で
す
。

　

森
田
さ
ん
は
、
四
国
の
愛
媛
県
に

生
ま
れ
、
九
州
で
学
生
生
活
を
送
り
、

東
京
電
力
へ
入
社
。
業
務
は
配
電
関

係
の
技
術
者
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

退
職
後
に
縁
あ
っ
て
、
片
品
村
の

尾
瀬
林
業
へ
入
社
し
、
１
シ
ー
ズ
ン

東
電
小
屋
勤
務
経
て
、
広
報
担
当
と

し
て
尾
瀬
の
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

定
年
さ
れ
た
今
で
も
、
尾
瀬
の
ガ

イ
ド
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
動
か
す
の
が
好
き
な
森
田
さ 笑顔で話す森田さん

①回収日
6/8【火】　7/6【火】　8/24【火】　9/7【火】　10/5【火】　

10/26【火】　11/9【火】　11/22【月】

②回収場所
築地　農協野菜集配センターへ持ち込みとなっています。

③回収袋
農協　購買課で扱っています。　１袋50円

④回収袋へは、　住所　氏名　を必ず記入しましょう。

⑤コンテナ利用の場合
１回利用料　１コンテナ　700円

⑥コンテナ利用数
１農家当たり１回収集について２個【在庫を含め２個迄】

⑦コンテナ引き取り場所
集配センター井戸の隣に準備しておきます。

⑧コンテナの受払
受払台帳を集配センター内に備えておきますので記入して
下さい。
⑨コンテナの破損及び紛失・盗難等
対象者負担とし、実費負担していただきます。

⑩処　理　料
コン テナ　㎏当たり　30円　　村より㎏当たり　    10円補助
回収袋　1袋20kg　600円　  村より１袋当たり　200円補助

ハイプラ回収のお願いについて 平成22年度平成22年度

片品村園芸用廃プラスチック適正処理推進協議会

★マルチ等一般家庭で焼却する事は法律で禁止されています！
★これらの物は、法律で決められた方法で処理しましょう！
★処理方法は、下記のとおりとなっています！

群馬デスティネーションキャンペーン

　平成 23 年７月から９月の３か月間、群馬
県内の市町村や観光関係者と全国のＪＲ６社
などが一体となって「群馬デスティネーショ
ンキャンペーン（群馬ＤＣ）」を展開します。
　全国に誇る温泉や自然に加えて、富岡製糸
場をはじめとする産業遺産や歴史文化遺産、
新鮮な農産物の収穫体験やガイドと巡る街あ
るきなど、心にググっとくる群馬の魅力を【群
馬ＤＣ特別企画】として発信します。

ググっとぐんま観光宣伝推進協議会

【お問い合わせ】
群馬県観光局 観光物産課内
TEL０２７－２２６－３３７３
FAX０２７－２２３－１１９７
E-mail　kankou@pref.gunma.jp
URL http://www.pref.gunma.jp/

群馬デスティネーションキャンペーン

毎
年
６
月
は
﹁
食
育
月
間
﹂
毎
月
19
日
は
﹁
食
育
の
日
﹂

　

毎
月
19
日
は
﹁
食
育
の
日
﹂
で
す
。

で
き
る
範
囲
で
、
家
族
み
ん
な
で
団

欒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
作
法
や
マ

ナ
ー
、
食
文
化
を
知
る
機
会
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

　
﹁
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
﹂
を
ご
存

じ
で
す
か
。
毎
日
の
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
た
め
に
参
考
に
活
用
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
最
近
で
は
商
品
に
も

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

ま
し
ょ
う
。

③
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム

　

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
を
習
慣
と

し
て
規
則
正
し
く
生
活
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

④
食
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

　

学
校
給
食
で
は
片
品
の
野
菜
な
ど

を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
生
産
者
の

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
の
安
全

　

食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
意
識
を

高
め
、
食
品
表
示
な
ど
か
ら
の
情
報

も
参
考
に
食
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
正

し
い
知
識
と
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し

ょ
う
。

ハイプラ回収のお願いについて

第
６
回
�
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観
�
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

　

片
品
村
の
美
し
い
自
然
・
歴
史
・

文
化
・
祭
り
な
ど
の
景
観
や
尾
瀬
と

人
と
の
関
わ
り
な
ど
を
素
材
と
し
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は

写
真
展
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
展
示
い
た

し
ま
す
。

応
募
規
定

　

カ
ラ
ー
・
白
黒
写
真
の
四
つ
切
り

プ
リ
ン
ト
（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
は
不

可
）。
未
発
表
ま
た
は
発
表
予
定
の

な
い
作
品
に
限
る
。（
デ
ジ
タ
ル
プ

リ
ン
ト
の
場
合
は
銀
塩
処
理
し
た
も

の
。
画
像
加
工
禁
止
・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
不
可
）

応
募
方
法
・
応
募
上
の
注
意

　

作
品
の
裏
面
に
応
募
票
を
貼
付

し
、
役
場
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
下
さ
い
。

　

入
賞
作
品
の
版
権
（
著
作
権
）・

所
有
権
・
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
作
品

原
板
を
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

※

詳
し
く
は
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下

さ
い
。

締
め
切
り

　

平
成
22
年
９
月
30
日
（
木
）

　

当
日
消
印
有
効

賞
・
村
長
賞
ほ
か

　

別
表
１

発　

表　

平
成
22
年
10
月
中
旬

　

入
賞
作
品
は
直
接
本
人
に
通
知
い

た
し
ま
す
。

審
査
委
員

　

日
本
写
真
家
協
会
会
員

　
　
　
　
　
　

新
井　

幸
人
氏

　

片
品
村
文
化
協
会
写
真
部

問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

第５回村長賞受賞作品
「再会」　　岸　美喜雄様

片品村長賞　　　　　１点　　賞金３万円＋副賞
片品村副村長賞　　　１点　　賞金２万円＋副賞
片品村議会議長賞　　１点　　賞金２万円＋副賞
「商工会長・森林組
合長・観光協会長・
利根沼田農協片品支
所・むらづくり観光　各１点　　　 副　賞
課長・片品村景観審（計７点）
議会会長」賞・
尾瀬特別賞
特　選　　　　　　　10 点　　　　記念品
入　選　　　　　　　20 点　　　　記念品

別表 1ん
、
四
国
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
い
つ
か
は
お
遍
路
を
す
る

こ
と
が
夢
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
３
年
前
に

奥
様
が
他
界
さ
れ
た
と
を
期
に
、
一

度
に
４
県
を
順
番
に
回
る
﹁
順
打
ち
﹂

﹁
通
し
打
ち
﹂
で
歩
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
２
回
に
分
け
て
２
県
づ
つ

回
る
﹁
区
切
り
打
ち
﹂
と
、
お
遍
路

を
２
回
分
２
，８
０
０
km
を
徒
歩
で

回
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
遍
路
中
に
受
け
た
﹁
お
接
待
﹂

と
い
う
文
化
に
つ
い
て
お
話
も
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

四
国
で
は
道
中
、
お
遍
路
さ
ん
に

対
し
て
地
元
の
人
か
ら
お
接
待
と
よ

ば
れ
、
果
物
や
食
べ
物
、
飲
み
物
や

時
に
は
現
金
を
渡
す
無
償
の
提
供
が

な
さ
れ
る
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
お
遍
路
さ
ん
は

持
っ
て
い
る
納
札
︵
お
さ
め
ふ
だ
︶

を
﹁
お
接
待
﹂
し
て
く
れ
た
人
に
渡

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
っ
た
く
見
ず
知
ら
ず
の
人
か
ら

こ
の
よ
う
に
も
て
な
さ
れ
て
驚
い
た

そ
う
で
す
。

　

今
年
の
巡
拝
で
最
後
の
大
窪
寺
手 巡拝中の姿

前
で
声
を
掛
け
て
く
れ
た
方
は
、
お

寺
で
待
っ
て
い
て
く
れ
て
﹁
巡
拝
が

終
わ
っ
た
の
な
ら
お
祝
い
だ!!

﹂
と

い
っ
て
自
分
の
家
に
招
き
ご
馳
走
し

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ほ
ん
と
の

話
だ
そ
う
で
す
。

　

片
品
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
朝
起
き

て
天
気
が
良
け
れ
ば
周
辺
の
百
名
山

に
登
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

他
に
は
、
片
品
に
来
て
か
ら
練
習

し
て
滑
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
キ
ー

を
楽
し
ん
だ
り
、
雨
の
日
に
は
読
書

を
し
た
り
と
、
趣
味
を
活
か
し
て
毎

日
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
話
し
て

く
れ
た
森
田
さ
ん
。

　

村
で
は
文
化
協
会
な
ど
に
所
属
し

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
田
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

巡拝中のお遍路さんの方々
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